
 

 
 

計画内容 

対
象
地
区
の
概
要

 

地区・住所 本宮市和田字下田２５６ 外 

都市計画 

・都市計画区域：内、用途地域：無指定 

・防火指定：なし ・日影規制：なし 

・指定容積率：２００％ ・指定建ぺい率：６０％ 

立地状況 既存市営住宅団地に隣接 

敷地状況 

・敷地面積 約１１，０００㎡ ・形状、地勢：傾斜地、畑 

・接道条件 東：幅員６ｍ（市道２２０２０号）に約１５ｍ接道 

        ※敷地内に幅員６ｍの開発道路整備 

インフラの整備状況：下水道処理区域外 上水道給水区域内 

・敷地取得 民有地のため買収要 

・その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

（様式１－３） 

本宮市生活拠点形成事業計画 生活拠点形成事業等個票 

平成 26 年 3 月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 1 事業名 災害公営住宅整備事業（和田） 事業番号 Ａ-1-1 

交付団体 本宮市 事業実施主体（直接/間接） 本宮市（直接） 

総交付対象事業費 595,415（千円） 全体事業費 595,415（千円）

事業概要 

原子力災害により避難を余儀なくされている浪江町民等の居住の安定を確保するため、早期に災害公営住

宅を整備する。 

【整備概要】 

   整備戸数：20 戸 

整備箇所：福島県本宮市和田字下田地内 

  整備手法：建設 

建設する建物の構造：木造戸建て住宅（20 戸） 

 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

『福島県復興計画第２次』 

取組名：生活再建支援プロジェクト【復興公営住宅整備】 

取組内容：避難町村の意向を十分に確認しながら、県営住宅を含む様々な整備方法を検討する。 

『浪江町復興計画第１次』 

取組名：仮設住宅・借上住宅など住環境の改善 

取組内容：仮設、借上住宅で解決できない住環境改善を図る。 

『本宮市第１次総合計画後期基本計画』 

 取組名：原子力災害による避難者の支援 

 取組内容：原子力災害による避難者を支援するため、復興公営住宅の整備を行う。 

 

居住制限者の避難の状況との関係 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故によって、居住制限者が本宮市の応急仮設住宅に長期的な避難を

余儀なくされている。 

 災害公営住宅は、応急仮設住宅で培われた地域コミュニティの維持を図りながら、居住制限者の暮らし

を再生するものであり、早期に整備を進める必要がある。また、入居者と周辺住民等との交流が一層深め

られるよう、集会施設や緑地広場等の共同施設整備も実施する必要がある。 

※避難者支援事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

本宮市生活拠点形成事業計画 生活拠点形成事業等個票 

平成 26 年 3 月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 2 事業名 災害公営住宅整備事業（仁井田） 事業番号 Ａ-1-2 

交付団体 本宮市 事業実施主体（直接/間接） 本宮市（直接） 

総交付対象事業費 738,000（千円） 全体事業費 738,000（千円）

事業概要 

原子力災害により避難を余儀なくされている浪江町民等の居住の安定を確保するため、早期に災害公営住

宅を整備する。 

【整備概要】 

   整備戸数：22 戸 

整備箇所：福島県本宮市仁井田字吹上地内 

  整備手法：建設 

建設する建物の構造：ＲＣ造 3階建て（1 棟） 

 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

『福島県復興計画第２次』 

取組名：生活再建支援プロジェクト【復興公営住宅整備】 

取組内容：避難町村の意向を十分に確認しながら、県営住宅を含む様々な整備方法を検討する。 

『浪江町復興計画第１次』 

取組名：仮設住宅・借上住宅など住環境の改善 

取組内容：仮設、借上住宅で解決できない住環境改善を図る。 

『本宮市第１次総合計画後期基本計画』 

 取組名：原子力災害による避難者の支援 

 取組内容：原子力災害による避難者を支援するため、復興公営住宅の整備を行う。 

 

居住制限者の避難の状況との関係 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故によって、居住制限者が本宮市の応急仮設住宅に長期的な避難を

余儀なくされている。 

 災害公営住宅は、応急仮設住宅で培われた地域コミュニティの維持を図りながら、居住制限者の暮らし

を再生するものであり、早期に整備を進める必要がある。また、入居者と周辺住民等との交流が一層深め

られるよう、集会施設や緑地広場等の共同施設整備も実施する必要がある。 

 

※避難者支援事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 

 



 

 
 

計画内容 

対
象
地
区
の
概
要

 

地区・住所 本宮市仁井田字桝形２１－３４ 外 

都市計画 

・都市計画区域：内、用途地域：無指定 

・防火指定：なし ・日影規制：なし 

・指定容積率：２００％ ・指定建ぺい率：６０％ 

立地状況 旧市営住宅団地跡地 

敷地状況 

・敷地面積 約６，９００㎡ ・形状、地勢：平坦地 

・接道条件 東：幅員４ｍ（市道１２号）に約９０ｍ接道 

        西：幅員４ｍ（市道１３０８４号）に１３０ｍ接道 

        ※東西市道を開発行為で幅員６．５ｍに整備し、敷地

内に 

         幅員６ｍの開発道路を整備  

インフラの整備状況：下水道処理区域内 上水道給水区域内 

・敷地取得 市有地（一部民有地を含むため買収要） 

・その他 
 

 
 



 

（様式１－３） 

本宮市生活拠点形成事業計画 生活拠点形成事業等個票 

平成 26 年 3 月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 3 事業名 災害公営住宅整備事業（仁井田２） 事業番号 Ａ-1-3 

交付団体 本宮市 事業実施主体（直接/間接） 本宮市（直接） 

総交付対象事業費 526,977（千円） 全体事業費 526,977（千円）

事業概要 

原子力災害により避難を余儀なくされている浪江町民等の居住の安定を確保するため、早期に災害公営住

宅を整備する。 

【整備概要】 

   整備戸数：19 戸 

整備箇所：福島県本宮市仁井田字桝形地内 

  整備手法：建設 

建設する建物の構造：木造戸建て住宅（19 戸） 

 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

『福島県復興計画第２次』 

取組名：生活再建支援プロジェクト【復興公営住宅整備】 

取組内容：避難町村の意向を十分に確認しながら、県営住宅を含む様々な整備方法を検討する。 

『浪江町復興計画第１次』 

取組名：仮設住宅・借上住宅など住環境の改善 

取組内容：仮設、借上住宅で解決できない住環境改善を図る。 

『本宮市第１次総合計画後期基本計画』 

 取組名：原子力災害による避難者の支援 

 取組内容：原子力災害による避難者を支援するため、復興公営住宅の整備を行う。 

 

居住制限者の避難の状況との関係 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故によって、居住制限者が本宮市の応急仮設住宅に長期的な避難を

余儀なくされている。 

 災害公営住宅は、応急仮設住宅で培われた地域コミュニティの維持を図りながら、居住制限者の暮らし

を再生するものであり、早期に整備を進める必要がある。また、入居者と周辺住民等との交流が一層深め

られるよう、集会施設や緑地広場等の共同施設整備も実施する必要がある。 

※避難者支援事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 

 



 

 
計画内容 

対
象
地
区
の
概
要

 

地区・住所 本宮市仁井田字吹上３７－４０ 

都市計画 

・都市計画区域：内、用途地域：第一種住居地域 

・防火指定：なし ・日影規制：５ｈ－３ｈ ４ｍ 

・指定容積率：２００％ ・指定建ぺい率：６０％ 

立地状況 旧本宮町民プール跡地 

敷地状況 

・敷地面積 約５，８００㎡ ・形状、地勢：平坦地 

・接道条件 西：幅員６ｍ（市道１３１０７号）に約６５ｍ接道 

        ※当該市道を開発行為で幅員６．５ｍに整備 

インフラの整備状況：下水道処理区域内 上水道給水区域内 

・敷地取得 市有地のため買収不要 

・その他 
 

 
 



 

（様式１－３） 

本宮市生活拠点形成事業計画 生活拠点形成事業等個票 

平成 26 年 3 月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 4 事業名 災害公営住宅入居者専用駐車場整備事業（和田） 事業番号 ◆A-1-1-1 

交付団体 本宮市 事業実施主体（直接/間接） 本宮市（直接） 

総交付対象事業費 13,000（千円） 全体事業費 13,000（千円）

事業概要 

原子力災害により避難を余儀なくされている居住制限者の居住の安定を確保するための、災害公営住宅

に係る駐車場を整備する。 

【整備概要】 

 整備台数：40 台分 

 整備箇所：本宮市和田字下田地内 

 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

『福島県復興計画第２次』 

取組名：生活再建支援プロジェクト【復興公営住宅整備】 

取組内容：避難町村の意向を十分に確認しながら、県営住宅を含む様々な整備方法を検討する。 

『浪江町復興計画第１次』 

取組名：仮設住宅・借上住宅など住環境の改善 

取組内容：仮設、借上住宅で解決できない住環境改善を図る。 

『本宮市第１次総合計画後期基本計画』 

 取組名：原子力災害による避難者の支援 

 取組内容：原子力災害による避難者を支援するため、復興公営住宅の整備を行う。 

 

居住制限者の避難の状況との関係 

入居する居住制限者の自動車保有台数は多く、日常生活や避難元の市町村への一次帰宅の際に自動車を

利用すること、多くの来客者が見込まれることからも、災害公営住宅に周辺状況や地元自治体の条例等を

勘案し、十分な駐車場整備が必要である。 

 

※避難者支援事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号 A-1-1 

事業名 災害公営住宅整備事業（和田） 

交付団体 本宮市 

基幹事業との関連性 

 災害公営住宅入居者が自動車を利用した生活を送ることができるよう、自動車を留め置く場所の確保が

必要である。 

 

 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

本宮市生活拠点形成事業計画 生活拠点形成事業等個票 

平成 26 年 3 月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 5 事業名 災害公営住宅入居者専用駐車場整備事業（仁井田） 事業番号 ◆A-1-2-1 

交付団体 本宮市 事業実施主体（直接/間接） 本宮市（直接） 

総交付対象事業費 10,725（千円） 全体事業費 10,725（千円）

事業概要 

原子力災害により避難を余儀なくされている居住制限者の居住の安定を確保するための、災害公営住宅

に係る駐車場を整備する。 

【整備概要】 

 整備台数：33 台分 

 整備箇所：本宮市仁井田字吹上地内 

 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

『福島県復興計画第２次』 

取組名：生活再建支援プロジェクト【復興公営住宅整備】 

取組内容：避難町村の意向を十分に確認しながら、県営住宅を含む様々な整備方法を検討する。 

『浪江町復興計画第１次』 

取組名：仮設住宅・借上住宅など住環境の改善 

取組内容：仮設、借上住宅で解決できない住環境改善を図る。 

『本宮市第１次総合計画後期基本計画』 

 取組名：原子力災害による避難者の支援 

 取組内容：原子力災害による避難者を支援するため、復興公営住宅の整備を行う。 

 

居住制限者の避難の状況との関係 

入居する居住制限者の自動車保有台数は多く、日常生活や避難元の市町村への一次帰宅の際に自動車を

利用すること、多くの来客者が見込まれることからも、災害公営住宅に周辺状況や地元自治体の条例等を

勘案し、十分な駐車場整備が必要である。 

 

※避難者支援事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号 A-1-2 

事業名 災害公営住宅整備事業（仁井田） 

交付団体 本宮市 

基幹事業との関連性 

 災害公営住宅入居者が自動車を利用した生活を送ることができるよう、自動車を留め置く場所の確保が

必要である。 

 

 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

本宮市生活拠点形成事業計画 生活拠点形成事業等個票 

平成 26 年 3 月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 6 事業名 災害公営住宅入居者専用駐車場整備事業（仁井田２） 事業番号 ◆A-1-3-1 

交付団体 本宮市 事業実施主体（直接/間接） 本宮市（直接） 

総交付対象事業費 12,350（千円） 全体事業費 12,350（千円）

事業概要 

原子力災害により避難を余儀なくされている居住制限者の居住の安定を確保するための、災害公営住宅

に係る駐車場を整備する。 

【整備概要】 

 整備台数：38 台分 

 整備箇所：本宮市仁井田字桝形地内 

 

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

『福島県復興計画第２次』 

取組名：生活再建支援プロジェクト【復興公営住宅整備】 

取組内容：避難町村の意向を十分に確認しながら、県営住宅を含む様々な整備方法を検討する。 

『浪江町復興計画第１次』 

取組名：仮設住宅・借上住宅など住環境の改善 

取組内容：仮設、借上住宅で解決できない住環境改善を図る。 

『本宮市第１次総合計画後期基本計画』 

 取組名：原子力災害による避難者の支援 

 取組内容：原子力災害による避難者を支援するため、復興公営住宅の整備を行う。 

 

居住制限者の避難の状況との関係 

入居する居住制限者の自動車保有台数は多く、日常生活や避難元の市町村への一次帰宅の際に自動車を

利用すること、多くの来客者が見込まれることからも、災害公営住宅に周辺状況や地元自治体の条例等を

勘案し、十分な駐車場整備が必要である。 

 

※避難者支援事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号 A-1-3 

事業名 災害公営住宅整備事業（仁井田２） 

交付団体 本宮市 

基幹事業との関連性 

 災害公営住宅入居者が自動車を利用した生活を送ることができるよう、自動車を留め置く場所の確保が

必要である。 

 

 

 

 

 

 


